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 出
すい

師表
しのひょう

とは、軍隊を出すこと

を申し上げる表という意味で、

三国時代の 蜀漢
しょくかん

の 丞
じょう

相
しょう

・

諸葛孔
しょかつこう

明
めい

が、魏
ぎ

討伐の出陣前に

後主・劉
りゅう

禅
ぜん

にたてまつったもの

です。 

内容は先帝・劉備
りゅうび

への深い恩

義への感謝、劉禅へ臣下の忠諫
ちゅうかん

をよく聴くべきと諭
さと

し、そして

魏を討伐して漢室を復興すると

いう自身の決意と覚悟がつづら

れています。 

 蜀の国力が疲弊している現状

を認識しつつ、先帝の遺志を継

ぎ、忠誠を尽くす孔明の至誠
し せ い

が

表れた名文です。 

 涙ながらに書いた孔明のこの

精神は、読む人の心に強く焼き

付けられました。長英も同様に

心を打たれ同文を書いたものと

思われます。 
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